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～ 未 来 を 信 じ て ～  校長 高橋雅史 

 

１０月１９日(日)に磯部小学校の文化祭 

が行われました。 

今年の文化祭のスローガンは子どもたち 

が考えた， 

 

 

 

 

でした。 

このスローガンのように，参加してくださった地域の皆様，保護者の皆様が温か

い目で見守ってくださる中，子どもたちの笑顔がはじけ，楽しさが溢れる文化祭と

なりました。皆様に心より感謝いたします。 

子どもたちが一生懸命に創造力を発揮して創作した絵や工作，家庭科作品。それ

ぞれの工夫や想いが散りばめられていました。 

午後から行われた，切り絵，ばたばた茶，絵手紙，正月飾り，魚料理，笹寿司の

「チャレンジいそべ体験広場」。講師の皆様，参加してくださった皆様のおかげで，

なかなかできない心に残る体験とふれ合いの時間となりました。 

午前中の音楽発表会では，オープニングセレモニーに続き， 

金管バンドのマーチング演奏，各学年の発表，ＰＴＡの皆様 

の演奏，弁天太鼓の迫力ある和太鼓と太鼓体験，そし 

て全校児童による「あまちゃん」の合奏と「ビリーブ」の合 

唱がありました。練習を積み重ねることの大切さを改めて感じることが出来ました。 

子どもたちへの音楽の指導は，ただ「歌をじょうずに歌わせる」とか「楽器を演

奏できるようにする」というような単純なものではありません。音楽の練習を通じ

て“継続して取り組むことの大切さ”や“協力して一つの目的に向かう喜び”など

を感じ取らせることが大きな目的です。 

その意味も含めて，今年度は全校児童による合唱と合奏を取り入れました。最後

に歌った「ビリーブ」の歌詞の最後は，「今 未来の扉を開けるとき I Believe in 

Future 信じてる」というフレーズです。未来というと少し大げさに感じるかもし

れませんが，将来のことや今取り組んでいることの結果を信じて，精一杯取り組め

る子どもたちに育てたいと思っています。子どもたちの努力を励まし，応援し，そ

して何よりも信じて待つ，私たち大人がいつも心がけたいことだと思います。 

自分の言葉で伝えよう みんな笑顔になろう 元気な体をつくろう 

－１－ 

新校舎に  
すてきな音色をとどけよう 
笑顔・楽しさ いっぱい文化祭 



  

 

 

 １０月７日(月)に校内マラソン大会が開かれました。１年生は８００ｍ，２年生

は１０００ｍ，３・４年生は１２００ｍ，５・６年生は１５００ｍ，学年に応じた

それぞれの距離に子どもたちが挑戦しました。全力で自分の記録に挑戦した子ども

たち一人一人に大きな拍手を贈りたいと思います。各学年で一位になっ 

た子どもたちの名前と３年生の子どもたちの作文を紹介いたします。 
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 校内マラソン大会を終えて 

 
 
１ 年 〔女子〕土肥 知代    ３分４４秒  〔男子〕久保田 志恩 ３分３１秒 
 
２ 年 〔女子〕池島 杏奈   ４分２２秒  〔男子〕山﨑 大護  ４分２３秒 
               ＊大会新記録  
  
３ 年 〔女子〕ナカムラ莉花 ５分３９秒 〔男子〕七原 航矢  ５分１２秒 
 
４ 年 〔女子〕大久保里莉  ５分０８秒 〔男子〕土肥 凌晴  ４分３７秒 
                                          ＊大会新記録  
 
５ 年 〔女子〕内山 穂乃    ７分１７秒 〔男子〕…出場選手なし 
   
６ 年 〔女子〕塚田 晴海  ５分３４秒 〔男子〕ナカムラ拓海 ５分２１秒 
                 ＊大会新記録         ＊大会新記録  

 

マ
ラ
ソ
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三
年 

山
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穂
乃 

 

私
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
四
位
に
な
り

ま
し
た
。
初
め
は
三
位
だ
っ
た
の
に
四
位

に
な
っ
て
く
や
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

タ
イ
ム
が
六
分
四
十
五
秒
か
ら
五
分
五

十
二
秒
に
伸
び
て
よ
か
っ
た
で
す
。
新
記

録
は
ぜ
ん
ぜ
ん
出
な
か
っ
た
け
ど
自
己

ベ
ス
ト
が
出
て
良
か
っ
た
で
す
。
は
じ
め

む
り
を
し
す
ぎ
て
、
お
り
か
え
し
を
す
ぎ

た
所
か
ら
お
い
こ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
そ
こ
を
も
っ
と
気
を
付
け
れ
ば
良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
来
年
は
新
記
録
が

一
秒
で
も
や
ぶ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
す
。
ゴ
ー
ル
の
と
こ
ろ
で
も
う
少
し
で

紬
さ
ん
に
追
い
こ
さ
れ
る
所
だ
っ
た
け

ど
、
ゴ
ー
ル
直
前
で
本
気
を
出
し
て
走
れ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

公
園
の
あ
た
り
か
ら
つ
か
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
が
、
保
育
園
の
赤
組
と
紅
組

が
お
う
え
ん
し
て
く
れ
た
の
で
、
が
ん
ば

っ
て
走
れ
ま
し
た
。 

目
あ
て
の
タ
イ
ム
は
六
分
三
十
秒
で

し
た
が
、
三
十
秒
く
ら
い
速
く
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
必
ず
五

分
三
十
秒
を
練
習
か
ら
切
っ
て
、
五
分
く

ら
い
で
大
会
を
走
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
一
位
に
と
ど
か
な
か
っ
た
け
ど
、

来
年
こ
そ
一
位
を
と
っ
て
、
新
記
録
を
出

し
て
金
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
沢
山
練
習
し
て

行
き
た
い
で
す
。 

 

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
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三
年 

杉
野 

れ
ん
か 

 
 

 

わ
た
し
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

時
、
と
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し

た
。
ほ
い
く
え
ん
の
人
や
地
い
き
の

人
が
た
く
さ
ん
お
う
え
ん
に
き
て

い
た
か
ら
で
す
。 

ス
タ
ー
ト
し
た
時
は
、
少
し
だ
け

お
そ
く
い
き
ま
し
た
。
前
は
ん
で
、

も
う
つ
か
れ
て
し
ま
い
、
息
が
や
り

づ
ら
く
な
り
ま
し
た
。 

 

で
も
、
つ
か
れ
た
け
ど
が
ん
ば
っ

て
走
り
ま
し
た
。
タ
イ
ム
が
木
曜
日

の
練
習
の
時
よ
り
も
、
一
分
く
ら
い

速
く
な
り
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。 

 

私
は
、
地
い
き
の
人
の
お
う
え
ん

で
、
練
習
の
時
よ
り
も
速
く
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
い
つ
も
よ
り
も
つ
か

れ
ま
し
た
。
走
っ
て
い
る
時
、
体
が

あ
つ
か
っ
た
で
す
。
タ
イ
ム
は
六
分

四
秒
く
ら
い
で
し
た
。
四
年
生
で

は
、
タ
イ
ム
を
今
よ
り
速
く
し
た
い

で
す
。 

最
後
に
、
今
日
は 

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に 

向
い
て
い
る
い
い 

天
気
だ
っ
た
な
と 

思
い
ま
し
た
。 

 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 の 磯 部 小 学 校 

たくさんの地域の皆様，保護者の皆様にお越しいただき平成２５年度の文化祭を実

施することができました。子どもたちも張り切って，作品作りや音楽発表に取り組み

ました。 

                    
                
  
   

マラソン大会の開会式で，「マラソンは苦しいですか？  

それは，とてもよかったですね。苦しいからこそ，みな 

さんの力になります。精一杯がんばりましょう。」という 

話をしました。 

ある心理学者は，現代社会を「優しさの時代」と表現し，「若者世代がつらいこ

とや苦しいことはできるだけ避けて生きようとする時代，大人世代が『無理をしな

いでいいんだよ』と優しくなりすぎた時代」と指摘しています。確かに，けがや病

気の時，友だち関係で悩んでいる時，理不尽な扱いを受けた時など，無理や我慢を

することが望ましくない場合もたくさんあります。 

しかし，がんばらなければならない場面やチャレンジすればできる場面で，「無

理しないでいいよ」「つらかったらやらなくていいよ」「きらいなものは仕方ない」

では，伸びる力も伸ばすことは出来なくなるのではないでしょうか。 

小学生，中学生の時代は，様々な場面で知も徳も体も，鍛え，伸ばす時です。無

理をさせない“優しさ”も必要ですが，苦しくとも我慢させやり遂げさせる“優し

さ”もとても大切だと思います。 

 

苦しいからこそ 
力になる 
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年 月日 主 な 出 来 事 

昭和 
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４５  

 

 

 

 

４６  

 

 

４７  

４８  

４９  

５３  

５４  

５６  

５７  

 

６１  

６２  

６３  

 

 

平成 

  ２  

  ４  

６  

 

  ７  

 

８  

 ９  

 

１０  

１３  

 

 

１４  

 

１５  

２１  

 

２４  

２５  

 

 

４，  １  

 

 

 

 

２，  

 ９，１８  

１０，  １  

 

１０，  ４  

１０，１５  

９，１８  

４，１９  

 

11，  ２  

３，  ８  

７，１５  

９，２９  

１０，２８  

６，１０  

６，１４  

 

１０，２６  

１０，  ５  

 ６，  ５  

 

 

 

１０，  

１２，  

６，１８  

 

 ７，１５  

７，１７  

６，２７  

１０，  ３  

 

１１，  １  

２，  ９  

８，  ２  

 

 ５，２１  

 

 ４，２９  

１２，  ８  

 

 １，１３  

１，１５  

１１，１０  

 

・徳合，仙納，筒石，藤崎，百川，大

洞の６小学校が統合し，能生町立磯

部小学校が開校  

＊新校舎完成まで各校舎で授業を

継続  

・校章制定  

・新校舎完成  

・６校舎の児童全員が新磯部小学校の

校舎での授業開始  

・磯部小学校開校式挙行  

・開校記念大運動会開催  

・新校舎落成式挙行，校歌披露  

・職員，児童，保護者の共同作業で校

舎南側の花壇完成  

・中庭等の造園完了  

・新校旗樹立式挙行  

・プール完成，竣工式挙行  

・上越地区特殊教育研究会開催  

・創立 10 周年記念式典挙行  

・海岸清掃活動開始  

・ＰＴＡの尽力により，「いそべの森」

完成，安全祈願祭挙行  

・優良ＰＴＡとして文部省表彰受章  

・「六つの実児童会歌」完成，披露  

・北陸自動車道筒石トンネ ル工事に伴う

土砂を利用し小中共用のグラウン

ド完成，記念合同運動会開催  

 

・校舎大規模改修工事完了  

・日本標準教育賞受賞  

・筒石漁協の協力により，地引き網体

験活動を実施  

・彫刻「回遊」寄贈，除幕式挙行  

・プール南端部で３ｔの土砂崩れ発生  

・ふるさとクリーン活動実施  

・新潟県小学校教育研究会指定社会  

科学習研究発表会開催  

・創立 30 周年を祝う会開催  

・「ふるさといそべ館」の整理開館  

・静岡県中川根町小学生との交流活動

実施  

・５年生が能生町漁協主催「Ｏｈ！さ

かな教室」に参加  

・ＰＴＡ奉仕活動で学校畑完成  

・糸魚川市学校教育研究会指定「人権

教育，同和教育の公開授業実施  

・校舎改築安全祈願祭実施  

・新校舎での授業開始  

・新校舎竣工式  

－４－ 

磯部小学校４４年間のあゆみ 

 １１月１０日(日)に糸魚川市主催

の磯部小学校新校舎の竣工式，実行

委員会主催の祝賀会が行われます。

この機会に今年４４歳になった磯

部小学校のあゆみを年表にまとめ

てみました。 

 藤崎，筒石，大洞，仙納，徳合，

百川の６小学校が統合して磯部小

学校は誕生しました。その思いは校

章の６つの波や「六ツの華」という

学校だより名にも表されています。 

 新校舎竣工を，子どもたちがこれ

までの先輩たちが築いてくれた素

晴らしい伝統に思いを馳せ，これか

らの自分たちの将来を考える一つ

の契機にしたいと思います。 

百川小学校  

徳合小学校  

仙納小学校  

大洞小学校 

筒石小学校 

藤崎小学校 


